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日本で初めての
篆
て ん こ く

刻の美術館

篆
刻
体
験

　
指
導
員
の
丁
寧
な
指
導
の
下
、
自
分
だ

け
の
印
章
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
８
月

31
日(

金)

ま
で
は
特
別
料
金
で
体
験
で
き

ま
す
。

【
１
文
字
】

費
用　
高
校
生
以
上
１
１
０
０
円
、
小
中

学
生
４
０
０
円

内
容　
印
材
の
サ
イ
ズ
５
分(

1.5
㎝
×
1.5
㎝)

【
２
文
字
】

費
用　
高
校
生
以
上
１
４
０
０
円

内
容　
印
材
の
サ
イ
ズ
７
分(

2.0
㎝
×
2.0
㎝)

申
込　
３
日
前
ま
で
に
申
し
込
み

※
体
験
時
間
や
休
館
日
等
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
篆
刻
美
術
館
美
術
学
習
室

℡
２
１
‐
１
１
４
１

忘
れ
ら
れ
な
い
夏
の
思
い
出
を

歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
紹
介

古河城出
で

城
じ ろ

跡
に佇

たたず

む博物館

企
画
展
「
写
真
の
役
割
」

　
写
真
の
持
つ
役
割
と
は
い
か
な
る
も
の

で
あ
っ
た
の
か
。
架
空
の
学
芸
員
で
あ
る

博ひ
ろ
も
の物
館か

ん

太た

郎ろ
う

が
ご
案
内
し
ま
す
。

期
間　
９
月
２
日(

日)

ま
で

時
間　
９
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30
分

ま
で)

費
用　

大
人
４
０
０
円
、
小
中
高
生

１
０
０
円

問　
古
河
歴
史
博
物
館

℡
２
２
‐
５
２
１
１

大正ロマンの
香りが漂う洋館

鷹
見
久
太
郎
と
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ

「
１
ペ
ー
ジ
の
絵
本
」
の
原
画
展　

　
古
河
出
身
の
鷹た

か

見み

久き
ゅ
う

太た

郎ろ
う

が
創
刊
し
、

児
童
文
学
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
絵

雑
誌
『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
の
魅
力
を
、
そ

の
原
画
を
活
用
し
た
公
募
企
画
「
１
ペ
ー

ジ
の
絵
本
」
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

期
間　
11
月
21
日(

水)

ま
で

時
間　
９
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30
分

ま
で)

費
用　
大
人
２
０
０
円
、
小
中
高
生
50
円

問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

旧古河城の
文庫蔵を移築した

蔵
で
酔よ

い
宵よ

い
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

　

弾
き
語
り
ギ
タ
ー
や
Ｄ
Ｊ
、
ウ
ク
レ

レ
、
レ
コ
ー
ド
＆
映
画
鑑
賞
な
ど
毎
回
趣

向
を
こ
ら
し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ

る
蔵
の
中
庭
で
行
う
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
す
。

期
日　
８
月
毎
週
金
曜
日
、
14
日(

火)

・

15
日(

水)

時
間　
18
時
～
21
時
30
分

【
タ
ス
ク
ラ
ス
】

夏
の
疲
れ
を
耳
か
ら
知
ろ
う

日
時　
８
月
31
日(

金)

①
13
時
～
15
時
②
18
時
30
分
～
20
時

定
員　
各
回
６
名
程
度

費
用　
２
３
０
０
円

※
ケ
ー
キ
ド
リ
ン
ク
セ
ッ
ト
付
き
。

内
容　
体
調
改
善
の
耳
ス
ト
レ
ッ
チ
法

問　
お
休
み
処 

坂
長
℡
２
２
‐
２
７
８
１

レンガ調の
趣
おもむき

ある美術館

茨
城
県
美
術
展
覧
会

平
成
29
年
度
古
河
市
出
品
者
作
品
展

　
市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
出
身
で
、
前

年
度
の
県
展
に
出
品
し
た
人
の
日
本
画
、

洋
画
、
工
芸
美
術
、
書
、
篆
刻
、
写
真
を

展
観
し
ま
す
。

期
間　
８
月
19
日(

日)

ま
で

時
間　
９
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30
分

ま
で)

問　
古
河
街
角
美
術
館

℡
２
２
‐
５
９
１
１

本紙で紹介した施設を全て巡った人に景品をプレゼント
期間　8月1日(水)～31日(金)
対象施設　古河歴史博物館、古河文学館、篆刻美術館、
古河街角美術館、お休み処坂長
景品引渡場所　古河歴史博物館
※景品の数には限りがあります。無くなり次第終了とな
りますので、あらかじめご了承ください。
※1人1回のみ有効。他人の分は押印しないでください。
※有料施設は入館料を支払った人に限ります。

▲１階展示室は常設展示・企画展会場として古
河市にゆかりのある作品を展示。２階展示室は
市民ギャラリーとして貸し出しをしています

▲蓄音器でのSPレコード観賞会や、朗読会な
ども行われるサロンは、美しい木組みに演出さ
れた、ゆったりとしたくつろぎの空間です

▲ホールにはオランダ製のストリートオルガン
が展示してあり、異国の音色を楽しむことがで
きます

▲おもむきを感じる店蔵では市内の特産品を販売しています。
古物の展示棚なども店内の雰囲気を引き立てます

▲2時間ほどで世界にひとつだけの印章を制作することができ
ます

篆刻美術館

古河文学館 古河歴史博物館

お休み処坂長古河街角美術館

Start!

Goal!

※施設を巡る順番は目安となります。

①

④ ⑤

③②

各館のスタッフが
スタンプを押印し
ますので、声掛け
ください。


